
第
2
7
回

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

投
稿
締
切
 2025年

11月
17日（

月
）必
着

　

※
ご
所
属
の

結
社
が
あ
れ
ば

ご
記
入
下
さ
い

作
品
集

掲
載
名

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

名
　
　
前

〒

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

都
 道

府
 県

応
募
は
一
人
一
組

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

会
場
参
加
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

 龍
太
賞

 専
用
投
稿
用
紙

１
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15

※
会
場
参
加
は
無
料
で
す

が
入
場
券
が
必
要
で
す
。

（
入
場
券
1
枚
で
2
名
様

入
場
可
）

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い

大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は「
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）」ま

た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の

コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ATM
を
ご
利
用
に
な
り
証
明
書
ま
た
は
、受
領
証
が
な
い
場
合
は
、

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

日
年

月

印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は

「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

フ
リ
ガ
ナ

※
個
人
情
報
は
、入
選
作
品
集
の
作
成
と
配
布
、N
H
K学
園
俳
句
大
会
や
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用
し
ま
す
。

会　場
参加を 印がついていない場合は

「希望しない」とさせていただきます。

希望する      希望しない

▲切り取って宛名として使っていただくと便利です

NHK全国俳句大会投稿用紙

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県

自 由 題 １

自 由 題 ２

題 「 口 」 　 　 　必 ず 「 口 （ く ち ） 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。

お 名 前

※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

作 品 集

掲 載 名本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

〈 フ リ ガ ナ 〉

※個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園俳句大会や生涯学習通信講座のご案内に使用します。

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で は っ き り と お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い 二 重 投 句 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

投 稿 前 に 必 ず 左 記 ２ 点 を ご 確 認 の う え 印 を つ け て く だ さ い 。

▼ 都 道 府 県 、 お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） を 必 ず ご 記 入 く だ さ い 。

第27回　―自由題・題詠の部― 〒206-0034
東京都多摩市鶴牧1-4-17 いずみビル8F
株式会社クォス内

NHK全国俳句大会　事務局

講 評 を 希 望 す る （ 有 料 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

講 評 を ご 希 望 の 方 は 左 の 欄 に 　 印 を つ け て く だ さ い 。

投稿締切
2025年11月17日（月）必着

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※任意

〒

名
　
前

住
　
所

電
話

番
号

生
年

月
日

フリガナ

（年齢） （保護者名）

大正・昭和
平成・令和 年 月 日

（男・女）

（ 歳）

都 道
府 県

幼児・小学生・中学生・高校生（18歳以下）の場合は、ご記入ください

●
窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の
コ
ピ
ー
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
AT
M
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄歳

※任意

※任意

フ
リ
ガ
ナ

（
男
・
女
）

（
歳
）
※
任
意

※
任
意

《協賛》 伊藤園

※会場参加は無料ですが入場券が必要です。
　（入場券1枚で2名様入場可）

（予定）
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（予定）



題
詠「
口
」
必
ず「
口（
く
ち
）」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
か
に
し

あ
つ
こ

阪
西
　
敦
子

昭
和
五
十
二
年

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

「
円
虹
」所
属

き
し
も
と

な
お
き

岸
本
　
尚
毅

昭
和
三
十
六
年

「
天
為
」「
秀
」同
人

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

こ
う
の

さ

き

神
野
　
紗
希

昭
和
五
十
八
年

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

「
藍
生
」会
員
・

俳
句
集
団

「
い
つ
き
組
」組
長

「
知
音
」代
表

お
ざ
わ

み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

「
澤
」主
宰

さ
わ

ほ
し
の

た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

「
玉
藻
」主
宰

た
ま
も

あ
お
い

ち
い
ん

え
ん
こ
う

敬称略・五十音順
生年・所属結社記載

た
か
の

高
野
ム
ツ
オ

昭
和
二
十
二
年

「
小
熊
座
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座
監
修

こ
ぐ
ま
ざ

い
わ
お
か

な
か
ま
さ

岩
岡
　
中
正

昭
和
二
十
三
年

「
阿
蘇
」主
宰

あ
　
そ

こ
う
う

か
た
や
ま
ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

「
香
雨
」主
宰

た
か

た
か
や
な
ぎ

か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

「
鷹
」編
集
長

い
の
う
え

ひ
ろ
み

井
上
　
弘
美

昭
和
二
十
八
年

「
汀
」主
宰

「
泉
」同
人

み
ぎ
わ

い
ず
み

お
が
わ

け
い
し
ゅ
う

小
川
　
軽
舟

昭
和
三
十
六
年

「
鷹
」主
宰

た
か

第27回 NHK全国俳句大会  自由題・題詠 選者

第27回
NHK全国俳句大会

龍太賞 選者

に
し
む
ら

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

ほ
っ
た

き

か

堀
田
　
季
何

昭
和
五
十
年

ら
く
え
ん

「
楽
園
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

賞
投
稿
料

飯
田 

龍
太

い
い
だ  

り
ゅ
う
た

◆
自
由
題
・
題
詠
二
句
、ま
た
は
三
句
一
組
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

投
稿
上
の
注
意
事
項

投
稿
作
品
の
使
用

お
よ
び
個
人
情
報
取
扱
に
つ
い
て

投
稿
要
領

大
会
へ
の
作
品
投
稿
は
、
郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す
。

裏
面
の
投
稿
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

一
人
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す（
表
示
料
金
は
全
て
税
込
）。

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

「
郵
便
」で
の
投
稿

【
封
筒
で
送
っ
て
い
た
だ
く
も
の
】

●
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

●
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
、
ま
た
は
そ
の
写
し

※
郵
便
で
の
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら「
郵
便
払
込
取

扱
票
」を
お
使
い
い
た
だ
き
払
込
し
て
く
だ
さ
い（
郵
便
払
込
）。

【「
郵
便
払
込
」に
つ
い
て
】

「
郵
便
払
込
取
扱
票
」（
青
枠
の
も
の
）の
以
下
の
項
目
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

●
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

●
通
信
欄
：
投
稿
料
合
計
額

（
窓
口
利
用
の
場
合
）窓
口
で
払
込
み
す
る
場
合
に
は
、
投
稿
用
紙

に
同
封
さ
れ
て
い
る「
郵
便
払
込
取
扱
票
」が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
振
込
後
に
渡
さ
れ
る「
振
替
払
込
受
付
証
明
書
」を
投
稿
用
紙

の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
の
場
合
）郵
便
局
に
備
え
付
け
の「
郵
便
払
込
取
扱

票
」（
青
枠
の
も
の
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
手
続
き
完
了
後
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
出
て
く
る「
ご
利
用
明
細
票
」を
、
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
も
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
」で
の
投
稿

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
、
ま
た
は「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

第
27
回 

全
国
俳
句
大
会
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
に
は「
コ
エ
テ
コ
カ
レ
ッ
ジ 

Ｂｙ 

Ｇ
Ｍ
Ｏ
」
サ
ー
ビ
ス
へ
の
会
員
登
録（
無
料
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
一
括
払
い
」の
み
の
お
承
り
と
な
り

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
用
意
の
上
、

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

（
自
由
題
・
題
詠
）

●
ま
ず
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品

を
選
び
ま
す
。

●
そ
の
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句（
１
席
・

２
席
各
１
句
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
55

句
を
選
び
ま
す
。
な
お
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に

２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

●
さ
ら
に
、特
選
一
席
作
品
の
中
か
ら
、選
者
の
投
票
に
よ
り「
大

会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

（
龍
太
賞
）

●
選
者
に
よ
り
、一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・
選
者
賞
・

龍
太
賞
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者

に
、
２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

「
自
由
題
・
題
詠
」の
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
、

お
よ
び「
龍
太
賞
」の
入
選
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
受
賞
作
品
を
、

２
０
２
６
年
３
月
29
日（
大
会
当
日
）発
行
の『
入
選
作
品
集
』で

発
表
い
た
し
ま
す
。

郵
便
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

投
稿
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
を
投
稿
し
た
時
点

で
、
以
下
の
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
既
発
表

作
品
の
投
稿
や
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
の
、
新
聞
・

雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お

断
り
し
ま
す
。
な
お
、
同
一
作
品
、
類
似
作
品
が
先
行
し
て
発

表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
、
入
賞
を
取
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
２
０
２
６
年
３
月
の
結
果
発
表
ま
で
、
投
稿
作
品
を
発
表
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
応
募
後
の
作
品
の
訂
正
、
修
正
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
大
会
の
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
選
作
品
は『
入
選
作
品
集
』の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な
ど
で
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重

要
性
を
深
く
認
識
し
、
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、
大
会
関

連
の
ご
連
絡
、『
入
選
作
品
集
』の
発
送
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学

習
通
信
講
座
や
次
回
以
降
の
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

自
由
題
・
題
詠
部
門
に
は
次
の
賞
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

※
大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
東
京
都
知
事
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
※
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
ご
と
に
特
選
一
席
・
二
席
を
選
出
、「
特
選
１
席
」に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・
題

　
詠
各
一
句
）は
、
大
会
当
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

　
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
い
た
三
句
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
に
よ
る「
講
評
」を
付
け
て
返
送
い
た
し

ま
す
。
今
後
の
作
句
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇
円

※「
講
評
」の
お
届
け
は
、
大
会
終
了
後
、
２
０
２
６
年
４
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切

「
講
評
付
き
投
稿
」を
新
設

賞
募
集
作
品

投
稿
方
法

選
　
考

発
　
表

投
稿
さ
れ
た
方
全
員
に
、
２
０
２
６
年
４
月
中
旬
に
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

『
入
選
作
品
集
』の
お
届
け

◆
龍
太
賞
新
作
15
句
募
集（
テ
ー
マ
自
由
）

「
龍
太
賞
」は
、
戦
後
俳
壇
に
お
け
る
伝
統
俳
句
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳

句
講
座
の
創
設
者
で
あ
る
飯
田
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

新
作
15
句
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
九
二
〇
年
、
山
梨
県
八
代
市

境
川
村（
現
笛
吹
市
境
川
町
）に

生
ま
れ
、
二
〇
〇
七
年
、
86
歳

で
逝
去
。
日
本
芸
術
院
会
員
。

郷
土
山
梨
で
山
梨
県
立
文
学
館

の
創
設
、
山
梨
日
日
新
聞
の
文

芸
欄
の
選
者
な
ど
を
務
め
、
俳

句
の
普
及
に
貢
献
。
一
九
八
一

年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
を
創

設
。
講
座
監
修
者
と
し
て
俳
句

愛
好
家
の
指
導
に
あ
た
り
、
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

投
稿
料

15
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇 

円

（
一
人
一
組
に
限
る
）

●
龍
太
賞

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
。

※
龍
太
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
大
会
当
日
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー

　
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す

●
選
者
賞

　
各
選
者
１
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

龍
太
賞
は

こ
ち
ら
か
ら

投
稿
で
き
ま
す

て
ん
い

「
ｎ
ｏ
ｉ
」代
表

ノ
イ

し
ゅ
う

わ
だ

 

か
り
ん

和
田 
華
凜

昭
和
四
十
三
年

「
諷
詠
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

ふ
う
え
い

う
だ

 

き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

「
草
樹
」会
員
代
表

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

そ
う
じ
ゅ

郵
便
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

応
募
締
切

〒
２
０
６
ー
０
０
３
４ 

東
京
都
多
摩
市
鶴
牧
１
ー
４
ー
17

い
ず
み
ビ
ル
８
Ｆ
　
株
式
会
社
ク
ォ
ス
内

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

投
稿
用
紙
送
り
先

今のあなたの俳句を ─ 言葉とこころを語り継ぐ
１９７５年に開設した「NHK学園生涯学習通信講座」はおかげさまで２０２５年に５０周年を迎えました。

俳人・飯田龍太氏によってNHK学園に「俳句講座」が創設されたのは１９８１年です。
当時、俳句講座受講者のみなさんの一年の学習成果の発表の場として、「全国俳句大会」がスタートいたしました。

１９９９年からNHKが主催として加わり「NHK全国俳句大会」となり、
以来四半世紀の時を刻み、今回で２７回を迎えることになりました。

NHKホールを会場に、選者と作者が一堂に会し、作品を読み選者の講評を聴き、
互いを高め合っていく場として多くの皆様に親しまれています。

大会選者でNHK学園俳句講座監修・高野ムツオさんは「俳句の力を信じ、今だからこその世界を表現していきましょう」と語られます。
ぜひ、今のあなたの俳句をご応募ください。　

表紙デザイン：NHK時代劇でも使用される技術で描いた障壁画素材を使用

「NHK全国俳句大会」に投稿いただくと、下記の特典があります。
投稿１組につき１冊、『入選作品集』進呈

来年３月２９日に東京・NHKホールで開催する大会会場にお席を確保
大会当日午前中開催 選者が講師の「プレミアム講座」に抽選でご招待
大会当日実施の”当日句”へのご投句（NHKホール来場者限定）
「特選一席」に選ばれた作品は、大会のステージ上でご紹介

「特選一席・二席」「龍太賞」受賞者は、大会後の懇親会（選者出席予定）にご招待

また、今回の大会では「NHK学園生涯学習通信講座開設５０周年記念」として、「講評付き投稿」を新設いたします。
審査結果を問わず、NHK学園の俳句講座講師が直接、あなたの作品に「講評」を付けてお返しいたします。

より深く大会を楽しんでいただけるサービスですので、ぜひご活用ください。

大会アンバサダー

こ
ぐ
れ

と
う
く
ろ
う

木
暮
　
陶
句
郎

「
ひ
ろ
そ
火
」主
宰

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

※
す
べ
て
税
込

※
税
込



題
詠「
口
」
必
ず「
口（
く
ち
）」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
か
に
し

あ
つ
こ

阪
西
　
敦
子

昭
和
五
十
二
年

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

「
円
虹
」所
属

き
し
も
と

な
お
き

岸
本
　
尚
毅

昭
和
三
十
六
年

「
天
為
」「
秀
」同
人

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

こ
う
の

さ

き

神
野
　
紗
希

昭
和
五
十
八
年

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

「
藍
生
」会
員
・

俳
句
集
団

「
い
つ
き
組
」組
長

「
知
音
」代
表

お
ざ
わ

み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

「
澤
」主
宰

さ
わ

ほ
し
の

た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

「
玉
藻
」主
宰

た
ま
も

あ
お
い

ち
い
ん

え
ん
こ
う

敬称略・五十音順
生年・所属結社記載

た
か
の

高
野
ム
ツ
オ

昭
和
二
十
二
年

「
小
熊
座
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座
監
修

こ
ぐ
ま
ざ

い
わ
お
か

な
か
ま
さ

岩
岡
　
中
正

昭
和
二
十
三
年

「
阿
蘇
」主
宰

あ
　
そ

こ
う
う

か
た
や
ま
ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

「
香
雨
」主
宰

た
か

た
か
や
な
ぎ

か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

「
鷹
」編
集
長

い
の
う
え

ひ
ろ
み

井
上
　
弘
美

昭
和
二
十
八
年

「
汀
」主
宰

「
泉
」同
人

み
ぎ
わ

い
ず
み

お
が
わ

け
い
し
ゅ
う

小
川
　
軽
舟

昭
和
三
十
六
年

「
鷹
」主
宰

た
か

第27回 NHK全国俳句大会  自由題・題詠 選者

第27回
NHK全国俳句大会

龍太賞 選者

に
し
む
ら

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

ほ
っ
た

き

か

堀
田
　
季
何

昭
和
五
十
年

ら
く
え
ん

「
楽
園
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

賞
投
稿
料

飯
田 

龍
太

い
い
だ  

り
ゅ
う
た

◆
自
由
題
・
題
詠
二
句
、ま
た
は
三
句
一
組
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

投
稿
上
の
注
意
事
項

投
稿
作
品
の
使
用

お
よ
び
個
人
情
報
取
扱
に
つ
い
て

投
稿
要
領

大
会
へ
の
作
品
投
稿
は
、
郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す
。

裏
面
の
投
稿
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

一
人
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す（
表
示
料
金
は
全
て
税
込
）。

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

「
郵
便
」で
の
投
稿

【
封
筒
で
送
っ
て
い
た
だ
く
も
の
】

●
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

●
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
、
ま
た
は
そ
の
写
し

※
郵
便
で
の
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら「
郵
便
払
込
取

扱
票
」を
お
使
い
い
た
だ
き
払
込
し
て
く
だ
さ
い（
郵
便
払
込
）。

【「
郵
便
払
込
」に
つ
い
て
】

「
郵
便
払
込
取
扱
票
」（
青
枠
の
も
の
）の
以
下
の
項
目
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

●
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

●
通
信
欄
：
投
稿
料
合
計
額

（
窓
口
利
用
の
場
合
）窓
口
で
払
込
み
す
る
場
合
に
は
、
投
稿
用
紙

に
同
封
さ
れ
て
い
る「
郵
便
払
込
取
扱
票
」が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
振
込
後
に
渡
さ
れ
る「
振
替
払
込
受
付
証
明
書
」を
投
稿
用
紙

の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
の
場
合
）郵
便
局
に
備
え
付
け
の「
郵
便
払
込
取
扱

票
」（
青
枠
の
も
の
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
手
続
き
完
了
後
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
出
て
く
る「
ご
利
用
明
細
票
」を
、
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
も
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
」で
の
投
稿

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
、
ま
た
は「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

第
27
回 

全
国
俳
句
大
会
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
に
は「
コ
エ
テ
コ
カ
レ
ッ
ジ 

Ｂｙ 

Ｇ
Ｍ
Ｏ
」
サ
ー
ビ
ス
へ
の
会
員
登
録（
無
料
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
一
括
払
い
」の
み
の
お
承
り
と
な
り

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
用
意
の
上
、

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

（
自
由
題
・
題
詠
）

●
ま
ず
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品

を
選
び
ま
す
。

●
そ
の
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句（
１
席
・

２
席
各
１
句
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
55

句
を
選
び
ま
す
。
な
お
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に

２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

●
さ
ら
に
、特
選
一
席
作
品
の
中
か
ら
、選
者
の
投
票
に
よ
り「
大

会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

（
龍
太
賞
）

●
選
者
に
よ
り
、一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・
選
者
賞
・

龍
太
賞
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者

に
、
２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

「
自
由
題
・
題
詠
」の
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
、

お
よ
び「
龍
太
賞
」の
入
選
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
受
賞
作
品
を
、

２
０
２
６
年
３
月
29
日（
大
会
当
日
）発
行
の『
入
選
作
品
集
』で

発
表
い
た
し
ま
す
。

郵
便
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

投
稿
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
を
投
稿
し
た
時
点

で
、
以
下
の
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
既
発
表

作
品
の
投
稿
や
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
の
、
新
聞
・

雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お

断
り
し
ま
す
。
な
お
、
同
一
作
品
、
類
似
作
品
が
先
行
し
て
発

表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
、
入
賞
を
取
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
２
０
２
６
年
３
月
の
結
果
発
表
ま
で
、
投
稿
作
品
を
発
表
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
応
募
後
の
作
品
の
訂
正
、
修
正
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
大
会
の
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
選
作
品
は『
入
選
作
品
集
』の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な
ど
で
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重

要
性
を
深
く
認
識
し
、
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、
大
会
関

連
の
ご
連
絡
、『
入
選
作
品
集
』の
発
送
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学

習
通
信
講
座
や
次
回
以
降
の
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

自
由
題
・
題
詠
部
門
に
は
次
の
賞
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

※
大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
東
京
都
知
事
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
※
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
ご
と
に
特
選
一
席
・
二
席
を
選
出
、「
特
選
１
席
」に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・
題

　
詠
各
一
句
）は
、
大
会
当
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

　
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
い
た
三
句
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
に
よ
る「
講
評
」を
付
け
て
返
送
い
た
し

ま
す
。
今
後
の
作
句
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇
円

※「
講
評
」の
お
届
け
は
、
大
会
終
了
後
、
２
０
２
６
年
４
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切

「
講
評
付
き
投
稿
」を
新
設

賞
募
集
作
品

投
稿
方
法

選
　
考

発
　
表

投
稿
さ
れ
た
方
全
員
に
、
２
０
２
６
年
４
月
中
旬
に
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

『
入
選
作
品
集
』の
お
届
け

◆
龍
太
賞
新
作
15
句
募
集（
テ
ー
マ
自
由
）

「
龍
太
賞
」は
、
戦
後
俳
壇
に
お
け
る
伝
統
俳
句
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳

句
講
座
の
創
設
者
で
あ
る
飯
田
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

新
作
15
句
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
九
二
〇
年
、
山
梨
県
八
代
市

境
川
村（
現
笛
吹
市
境
川
町
）に

生
ま
れ
、
二
〇
〇
七
年
、
86
歳

で
逝
去
。
日
本
芸
術
院
会
員
。

郷
土
山
梨
で
山
梨
県
立
文
学
館

の
創
設
、
山
梨
日
日
新
聞
の
文

芸
欄
の
選
者
な
ど
を
務
め
、
俳

句
の
普
及
に
貢
献
。
一
九
八
一

年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
を
創

設
。
講
座
監
修
者
と
し
て
俳
句

愛
好
家
の
指
導
に
あ
た
り
、
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

投
稿
料

15
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇 

円

（
一
人
一
組
に
限
る
）

●
龍
太
賞

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
。

※
龍
太
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
大
会
当
日
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー

　
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す

●
選
者
賞

　
各
選
者
１
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

龍
太
賞
は

こ
ち
ら
か
ら

投
稿
で
き
ま
す

て
ん
い

「
ｎ
ｏ
ｉ
」代
表

ノ
イ

し
ゅ
う

わ
だ

 

か
り
ん

和
田 

華
凜

昭
和
四
十
三
年

「
諷
詠
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

ふ
う
え
い

う
だ

 

き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

「
草
樹
」会
員
代
表

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

そ
う
じ
ゅ

郵
便
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

応
募
締
切

〒
２
０
６
ー
０
０
３
４ 

東
京
都
多
摩
市
鶴
牧
１
ー
４
ー
17

い
ず
み
ビ
ル
８
Ｆ
　
株
式
会
社
ク
ォ
ス
内

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

投
稿
用
紙
送
り
先

今のあなたの俳句を ─ 言葉とこころを語り継ぐ
１９７５年に開設した「NHK学園生涯学習通信講座」はおかげさまで２０２５年に５０周年を迎えました。

俳人・飯田龍太氏によってNHK学園に「俳句講座」が創設されたのは１９８１年です。
当時、俳句講座受講者のみなさんの一年の学習成果の発表の場として、「全国俳句大会」がスタートいたしました。

１９９９年からNHKが主催として加わり「NHK全国俳句大会」となり、
以来四半世紀の時を刻み、今回で２７回を迎えることになりました。

NHKホールを会場に、選者と作者が一堂に会し、作品を読み選者の講評を聴き、
互いを高め合っていく場として多くの皆様に親しまれています。

大会選者でNHK学園俳句講座監修・高野ムツオさんは「俳句の力を信じ、今だからこその世界を表現していきましょう」と語られます。
ぜひ、今のあなたの俳句をご応募ください。　

表紙デザイン：NHK時代劇でも使用される技術で描いた障壁画素材を使用

「NHK全国俳句大会」に投稿いただくと、下記の特典があります。
投稿１組につき１冊、『入選作品集』進呈

来年３月２９日に東京・NHKホールで開催する大会会場にお席を確保
大会当日午前中開催 選者が講師の「プレミアム講座」に抽選でご招待
大会当日実施の”当日句”へのご投句（NHKホール来場者限定）
「特選一席」に選ばれた作品は、大会のステージ上でご紹介

「特選一席・二席」「龍太賞」受賞者は、大会後の懇親会（選者出席予定）にご招待

また、今回の大会では「NHK学園生涯学習通信講座開設５０周年記念」として、「講評付き投稿」を新設いたします。
審査結果を問わず、NHK学園の俳句講座講師が直接、あなたの作品に「講評」を付けてお返しいたします。

より深く大会を楽しんでいただけるサービスですので、ぜひご活用ください。

大会アンバサダー

こ
ぐ
れ

と
う
く
ろ
う

木
暮
　
陶
句
郎

「
ひ
ろ
そ
火
」主
宰

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

※
す
べ
て
税
込

※
税
込



題
詠「
口
」
必
ず「
口（
く
ち
）」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
か
に
し

あ
つ
こ

阪
西
　
敦
子

昭
和
五
十
二
年

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

「
円
虹
」所
属

き
し
も
と

な
お
き

岸
本
　
尚
毅

昭
和
三
十
六
年

「
天
為
」「
秀
」同
人

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

こ
う
の

さ

き

神
野
　
紗
希

昭
和
五
十
八
年

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

「
藍
生
」会
員
・

俳
句
集
団

「
い
つ
き
組
」組
長

「
知
音
」代
表

お
ざ
わ

み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

「
澤
」主
宰

さ
わ

ほ
し
の

た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

「
玉
藻
」主
宰

た
ま
も

あ
お
い

ち
い
ん

え
ん
こ
う

敬称略・五十音順
生年・所属結社記載

た
か
の

高
野
ム
ツ
オ

昭
和
二
十
二
年

「
小
熊
座
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座
監
修

こ
ぐ
ま
ざ

い
わ
お
か

な
か
ま
さ

岩
岡
　
中
正

昭
和
二
十
三
年

「
阿
蘇
」主
宰

あ
　
そ

こ
う
う

か
た
や
ま
ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

「
香
雨
」主
宰

た
か

た
か
や
な
ぎ

か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

「
鷹
」編
集
長

い
の
う
え

ひ
ろ
み

井
上
　
弘
美

昭
和
二
十
八
年

「
汀
」主
宰

「
泉
」同
人

み
ぎ
わ

い
ず
み

お
が
わ

け
い
し
ゅ
う

小
川
　
軽
舟

昭
和
三
十
六
年

「
鷹
」主
宰

た
か

第27回 NHK全国俳句大会  自由題・題詠 選者

第27回
NHK全国俳句大会

龍太賞 選者

に
し
む
ら

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

ほ
っ
た

き

か

堀
田
　
季
何

昭
和
五
十
年

ら
く
え
ん

「
楽
園
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

賞
投
稿
料

飯
田 

龍
太

い
い
だ  

り
ゅ
う
た

◆
自
由
題
・
題
詠
二
句
、ま
た
は
三
句
一
組
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

投
稿
上
の
注
意
事
項

投
稿
作
品
の
使
用

お
よ
び
個
人
情
報
取
扱
に
つ
い
て

投
稿
要
領

大
会
へ
の
作
品
投
稿
は
、
郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す
。

裏
面
の
投
稿
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

一
人
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す（
表
示
料
金
は
全
て
税
込
）。

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

「
郵
便
」で
の
投
稿

【
封
筒
で
送
っ
て
い
た
だ
く
も
の
】

●
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

●
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
、
ま
た
は
そ
の
写
し

※
郵
便
で
の
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら「
郵
便
払
込
取

扱
票
」を
お
使
い
い
た
だ
き
払
込
し
て
く
だ
さ
い（
郵
便
払
込
）。

【「
郵
便
払
込
」に
つ
い
て
】

「
郵
便
払
込
取
扱
票
」（
青
枠
の
も
の
）の
以
下
の
項
目
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

●
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

●
通
信
欄
：
投
稿
料
合
計
額

（
窓
口
利
用
の
場
合
）窓
口
で
払
込
み
す
る
場
合
に
は
、
投
稿
用
紙

に
同
封
さ
れ
て
い
る「
郵
便
払
込
取
扱
票
」が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
振
込
後
に
渡
さ
れ
る「
振
替
払
込
受
付
証
明
書
」を
投
稿
用
紙

の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
の
場
合
）郵
便
局
に
備
え
付
け
の「
郵
便
払
込
取
扱

票
」（
青
枠
の
も
の
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
手
続
き
完
了
後
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
出
て
く
る「
ご
利
用
明
細
票
」を
、
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
も
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
」で
の
投
稿

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
、
ま
た
は「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

第
27
回 

全
国
俳
句
大
会
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
に
は「
コ
エ
テ
コ
カ
レ
ッ
ジ 

Ｂｙ 

Ｇ
Ｍ
Ｏ
」
サ
ー
ビ
ス
へ
の
会
員
登
録（
無
料
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
投
稿
の
場
合
、
投
稿
料
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
一
括
払
い
」の
み
の
お
承
り
と
な
り

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
用
意
の
上
、

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

（
自
由
題
・
題
詠
）

●
ま
ず
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品

を
選
び
ま
す
。

●
そ
の
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句（
１
席
・

２
席
各
１
句
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
55

句
を
選
び
ま
す
。
な
お
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に

２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

●
さ
ら
に
、特
選
一
席
作
品
の
中
か
ら
、選
者
の
投
票
に
よ
り「
大

会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

（
龍
太
賞
）

●
選
者
に
よ
り
、一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・
選
者
賞
・

龍
太
賞
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者

に
、
２
０
２
６
年
２
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

「
自
由
題
・
題
詠
」の
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
、

お
よ
び「
龍
太
賞
」の
入
選
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
受
賞
作
品
を
、

２
０
２
６
年
３
月
29
日（
大
会
当
日
）発
行
の『
入
選
作
品
集
』で

発
表
い
た
し
ま
す
。

郵
便
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

　
２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

投
稿
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
を
投
稿
し
た
時
点

で
、
以
下
の
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
既
発
表

作
品
の
投
稿
や
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
の
、
新
聞
・

雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お

断
り
し
ま
す
。
な
お
、
同
一
作
品
、
類
似
作
品
が
先
行
し
て
発

表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
、
入
賞
を
取
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
２
０
２
６
年
３
月
の
結
果
発
表
ま
で
、
投
稿
作
品
を
発
表
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
応
募
後
の
作
品
の
訂
正
、
修
正
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
大
会
の
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
選
作
品
は『
入
選
作
品
集
』の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な
ど
で
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重

要
性
を
深
く
認
識
し
、
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、
大
会
関

連
の
ご
連
絡
、『
入
選
作
品
集
』の
発
送
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学

習
通
信
講
座
や
次
回
以
降
の
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

自
由
題
・
題
詠
部
門
に
は
次
の
賞
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

※
大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
東
京
都
知
事
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
※
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
ご
と
に
特
選
一
席
・
二
席
を
選
出
、「
特
選
１
席
」に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・
題

　
詠
各
一
句
）は
、
大
会
当
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

　
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
い
た
三
句
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
に
よ
る「
講
評
」を
付
け
て
返
送
い
た
し

ま
す
。
今
後
の
作
句
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

自
由
題
二
句
と
題
詠「
口
」一
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇
円

※「
講
評
」の
お
届
け
は
、
大
会
終
了
後
、
２
０
２
６
年
４
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切

「
講
評
付
き
投
稿
」を
新
設

賞
募
集
作
品

投
稿
方
法

選
　
考

発
　
表

投
稿
さ
れ
た
方
全
員
に
、
２
０
２
６
年
４
月
中
旬
に
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

『
入
選
作
品
集
』の
お
届
け

◆
龍
太
賞
新
作
15
句
募
集（
テ
ー
マ
自
由
）

「
龍
太
賞
」は
、
戦
後
俳
壇
に
お
け
る
伝
統
俳
句
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳

句
講
座
の
創
設
者
で
あ
る
飯
田
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

新
作
15
句
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
九
二
〇
年
、
山
梨
県
八
代
市

境
川
村（
現
笛
吹
市
境
川
町
）に

生
ま
れ
、
二
〇
〇
七
年
、
86
歳

で
逝
去
。
日
本
芸
術
院
会
員
。

郷
土
山
梨
で
山
梨
県
立
文
学
館

の
創
設
、
山
梨
日
日
新
聞
の
文

芸
欄
の
選
者
な
ど
を
務
め
、
俳

句
の
普
及
に
貢
献
。
一
九
八
一

年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
を
創

設
。
講
座
監
修
者
と
し
て
俳
句

愛
好
家
の
指
導
に
あ
た
り
、
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

投
稿
料

15
句
一
組
　
五
、〇
〇
〇 

円

（
一
人
一
組
に
限
る
）

●
龍
太
賞

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
。

※
龍
太
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
大
会
当
日
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
区
）の
ス
テ
ー

　
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す

●
選
者
賞

　
各
選
者
１
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

龍
太
賞
は

こ
ち
ら
か
ら

投
稿
で
き
ま
す

て
ん
い

「
ｎ
ｏ
ｉ
」代
表

ノ
イ

し
ゅ
う

わ
だ

 

か
り
ん

和
田 

華
凜

昭
和
四
十
三
年

「
諷
詠
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」選
者

ふ
う
え
い

う
だ

 

き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

「
草
樹
」会
員
代
表

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

俳
句
講
座

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

そ
う
じ
ゅ

郵
便
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）必
着

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿 

２
０
２
５
年
11
月
17
日（
月
）23
時
59
分

応
募
締
切

〒
２
０
６
ー
０
０
３
４ 

東
京
都
多
摩
市
鶴
牧
１
ー
４
ー
17

い
ず
み
ビ
ル
８
Ｆ
　
株
式
会
社
ク
ォ
ス
内

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

投
稿
用
紙
送
り
先

今のあなたの俳句を ─ 言葉とこころを語り継ぐ
１９７５年に開設した「NHK学園生涯学習通信講座」はおかげさまで２０２５年に５０周年を迎えました。

俳人・飯田龍太氏によってNHK学園に「俳句講座」が創設されたのは１９８１年です。
当時、俳句講座受講者のみなさんの一年の学習成果の発表の場として、「全国俳句大会」がスタートいたしました。

１９９９年からNHKが主催として加わり「NHK全国俳句大会」となり、
以来四半世紀の時を刻み、今回で２７回を迎えることになりました。

NHKホールを会場に、選者と作者が一堂に会し、作品を読み選者の講評を聴き、
互いを高め合っていく場として多くの皆様に親しまれています。

大会選者でNHK学園俳句講座監修・高野ムツオさんは「俳句の力を信じ、今だからこその世界を表現していきましょう」と語られます。
ぜひ、今のあなたの俳句をご応募ください。　

表紙デザイン：NHK時代劇でも使用される技術で描いた障壁画素材を使用

「NHK全国俳句大会」に投稿いただくと、下記の特典があります。
投稿１組につき１冊、『入選作品集』進呈

来年３月２９日に東京・NHKホールで開催する大会会場にお席を確保
大会当日午前中開催 選者が講師の「プレミアム講座」に抽選でご招待
大会当日実施の”当日句”へのご投句（NHKホール来場者限定）
「特選一席」に選ばれた作品は、大会のステージ上でご紹介

「特選一席・二席」「龍太賞」受賞者は、大会後の懇親会（選者出席予定）にご招待

また、今回の大会では「NHK学園生涯学習通信講座開設５０周年記念」として、「講評付き投稿」を新設いたします。
審査結果を問わず、NHK学園の俳句講座講師が直接、あなたの作品に「講評」を付けてお返しいたします。

より深く大会を楽しんでいただけるサービスですので、ぜひご活用ください。

大会アンバサダー

こ
ぐ
れ

と
う
く
ろ
う

木
暮
　
陶
句
郎

「
ひ
ろ
そ
火
」主
宰

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

※
す
べ
て
税
込

※
税
込


